
「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
二
三
）

「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」

『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』

（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・
P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）

ヨ
ハ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
ニ
ケ
ロ
ン
著

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ラ
ム
バ
ハ
編

川　

又　
　
　

祐　
　

訳

フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
家
系
は
、
全
フ
ラ
ン
ケ
ン
地
方
の
う
ち
で
も
、
き
わ
め
て
数
の
多
い
、
最
古
の
、
そ
し
て
と
て
も
有
名

な
貴
族
の
家
系
に
属
し
て
い
る
。〔
そ
れ
に
は
〕
十
の
系
統
が
見
ら
れ
、
こ
の
点
に
関
し
て
彼
の
家
系
に
は
、
特
別
な
屋
号
が
与
え
ら
れ

て
い
た
。
と
い
う
の
も
、
ザ
イ
ン
ス
ハ
イ
ム
家
（die S

einsheim
er

）
が
最
古
の
家
、
ア
イ
ン
ハ
イ
ム
家
（die E

inheim
er

）
が
最
も
堂
々

と
し
た
家
、
ク
ル
ム
バ
ッ
ハ
家
（die K

rum
bacher

）
が
と
て
も
裕
福
な
家
と
い
う
よ
う
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
家
（die S

eckendorfer

）

翻　

訳

九
九
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第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
二
四
）

は
、
最
大
の
家
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
家
系
の
長
い
歴
史
に
対
し
て
は
、
き
わ
め
て
小
さ
な
疑
念
さ
え
な
い
。

一
〇
四
二
年
か
ら
一
四
八
七
年
ま
で
旧
ド
イ
ツ
の
騎
士
馬
上
試
合
で
は
、
抜
き
ん
出
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
家
の
三
五
人
が
見
つ
か
る
。
そ

し
て
一
四
七
七
年
に
は
そ
の
三
二
人
が
見
つ
か
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
家
の
特
別
な
結
び
つ
き
を
表
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
数
世
紀
に
わ

た
っ
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
家
が
最
上
級
の
官
職
に
就
い
て
き
た
こ
と
が
説
明
で
き
る
の
で
あ
る
。
ブ
ル
ヒ
ャ
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ

ン
ド
ル
フ
（B

urchard von S
eckendorf

）
は
、
一
三
三
九
年
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ク
ス
・
バ
ヴ
ァ
ル
ス
（K

aiser L
udovicus B

avarus

）、
そ

し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
城
伯
ヨ
ハ
ン
ネ
ス
（B

urggraf von N
ürnberg, Johannes

）
か
ら
側
近
に
取
り
立
て
ら
れ
た
。
エ
ー
レ
ン
フ
リ
ー

ト
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（E

hrenfried von S
eckendorf

）
は
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
ラ
ン
ト
平
和
令
長
官
（H

auptm
ann des 

L
andfriedens zu F

ranken

）
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
と
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
城
伯
と
の
間
に
生
じ
た
係
争
解
決
に
大
き

く
貢
献
し
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（H

einrich von S
eckendorf

）
は
一
四
一
四
年
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
公
会
議
に

出
席
し
た
。
ア
ペ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（A

pel von S
eckendorf

）
は
、
一
五
〇
七
年
、
帝
室
裁
判
所
陪
席
判
事
（der 

K
aiserliche C

am
m
ergerichtsassessor

）
に
任
命
さ
れ
た
。
様
々
の
宮
廷
づ
き
式
部
長
官
（M

arschälle

）、
顧
問
官
（R

äthe

）、
管
区
長

（A
m
tshauptleute

）、
あ
る
い
は
教
会
に
お
け
る
司
教
（B

ischöfe

）
や
高
位
聖
職
者
（P

rälate

）
で
あ
っ
た
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、〔
こ
こ

で
は
〕
言
及
し
な
い
で
お
く
。

私
た
ち
の
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（V

eit L
udw

ig von S
eckendorf

）
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ェ
ン
領
主

（E
rbherr

）、
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
・
ア
ウ
ラ
ハ
の
地
方
長
官
（L

andshauptm
ann

）、
そ
し
て
バ
ン
ベ
ル
ク
司
教
の
主
馬
頭
（S

tallm
eister

）

で
あ
っ
た
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（Joachim

 L
udw

ig von S
eckendorf （

1
））

の
息
子
で
あ
っ
た
。
彼
の

母
は
、
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
テ
ン
バ
ハ
（M

aria A
nna von B

urtenbach

）
と
い
い
、
シ
ェ
ル
テ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ル
テ
ン

一
〇
〇



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
二
五
）

バ
ハ
（S

chertel von B
urtenbach

）
の
孫
で
あ
っ
た
。
シ
ェ
ル
テ
ル
は
、
シ
ュ
マ
ル
カ
ル
デ
ン
戦
争
に
お
い
て
豪
勇
さ
で
抜
き
ん
出
て
、

彼
の
こ
と
を
歴
史
家
の
ト
ゥ
ア
ヌ
ス
（T

huanus

）
や
、
ス
ラ
イ
ダ
ヌ
ス
（S
leidanus

）
そ
し
て
ホ
ル
ト
レ
ー
ダ
ー
（H

ortleder

）
は
、
き

わ
め
て
賞
賛
す
べ
き
と
言
及
し
た
。
こ
う
し
た
両
親
か
ら
、
彼
は
一
六
二
六
年
十
二
月
二
十
日
、
ヘ
ア
ツ
ォ
ー
ゲ
ン
・
ア
ウ
ラ
ハ
に
誕
生

し
た
。
彼
に
は
二
人
の
弟
が
続
い
た
。
す
な
わ
ち
、
ク
ヴ
ィ
リ
ヌ
ス
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（Q

uirinus von S
eckendorf （

2
）

）
と
ハ

イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（H

einrich G
ottlob von S

eckendorf

）
で
あ
る
。
前
者
は
一
六
三
四
年

（sic

）、
後
者
は
一
六
三
七
年
に
生
ま
れ
た

（
3
）

。
後
者
に
対
し
て
私
た
ち
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
特
別
の
愛
情
を
示
し
た
。
彼
の
学
校
や
大
学

の
面
倒
を
見
て
、
ゴ
ー
タ
と
プ
フ
ァ
ル
ツ
宮
廷
に
お
け
る
重
要
な
業
務
の
役
に
立
た
せ
た
の
で
あ
る
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
自
身
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
、
彼
の
母
親
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
の
父
は

三
十
年
戦
争
で
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
に
仕
え
、
出
征
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
母
で
あ
り
ヨ
ア
ヒ
ム
の
妻
は
、
戦
争
の
騒
乱
の
た
め
に

各
地
を
転
々
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
彼
は
、
あ
る
時
は
コ
ー
ブ
ル
ク
、
あ
る
時
は
ミ
ュ
ー
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
、
あ
る
時
は
エ
ア

フ
ル
ト
で
有
能
な
教
師
に
委
ね
ら
れ
た
。
彼
ら
の
指
導
の
も
と
、
彼
は
自
分
の
偉
大
な
才
能
で
、
当
時
の
悲
し
い
時
代
の
運
命
に
逆
ら
っ

て
、
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
年
齢
十
歳
に
し
て
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
お
お
よ
そ
あ
や
つ
り
、

そ
し
て
数
学
に
取
り
か
か
っ
た
。
こ
の
結
果
、
彼
は
ゴ
ー
タ
公
で
あ
る
エ
ル
ン
ス
ト
敬
虔
公
（H

erzog zu G
otha, E

rnst der F
rom

m
e

）

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
公
は
、
彼
を
一
六
三
九
年
コ
ー
ブ
ル
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
連
れ
て
行
き
、
同
地
で
彼
を
極
め
て
徹
底
的
に
教

育
し
た
。
そ
し
て
、
公
の
少
な
か
ら
ぬ
激
励
を
受
け
、
こ
の
地
で
、
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
居
宅
か
ら
来
て
い
た
二
人
の
皇
子
と
勉
学
を

共
に
し
た
。
称
賛
す
べ
き
公
が
こ
の
二
人
の
教
育
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、
彼
は
ゴ
ー
タ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に

入
学
し
、
当
時
の
有
名
な
校
長
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ラ
イ
ヤ
ー
（A

ndreas R
eyer 

﹇R
eyher

﹈）
の
監
督
に
委
ね
ら
れ
た
。
ラ
イ
ヤ
ー
の
も
と
、

一
〇
一
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五
十
二
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四
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（
二
〇
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六
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月
）

（
一
〇
二
六
）

彼
は
二
年
間
で
、
大
学
に
十
分
に
入
学
で
き
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
う
す
る
う
ち
に
、
彼
の
父
が
一
六
四
二
年
、
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
で

命
を
失
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
よ
う
に
勉
学
を
継
続
す
る
手
段
を
彼
か
ら
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
軍

指
揮
官
ト
ア
シ
ュ
テ
ン
ゾ
ン
（T

orstenson

）
に
ち
ょ
う
ど
う
ま
く
紹
介
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ト
ア
シ
ュ
テ
ン
ゾ
ン
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
の
母
に
恩
給
を
受
け
さ
せ
て
く
れ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
女
王
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
（die K

önigin von S
chw

eden, C
hristina

）
は
、

父
親
〔
ヨ
ア
ヒ
ム
〕
の
偉
大
な
功
績
を
考
え
て
、
父
の
最
期
〔
の
分
〕
ま
で
の
恩
給
を
母
親
に
認
め
た
。
ま
っ
た
く
特
別
な
後
援
者
を
彼

は
、
将
軍
モ
ル
テ
ー
ン
（M

ortaigne

）
に
見
出
し
た
。
モ
ル
テ
ー
ン
は
彼
を
シ
ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
に
通
わ
せ
、
当
時
有
名
な
教
師

レ
ー
プ
ハ
ン
（R

ebhan

）、
タ
ボ
ー
ル
（T

abor

）
そ
し
て
ベ
ー
ク
ラ
ー
（B

öcler

）
の
大
き
な
利
益
の
あ
る
授
業
を
聴
講
さ
せ
た
。
こ
の
地

で
彼
は
、
三
年
間
を
過
ご
し
、
そ
し
て
教
員
全
員
一
致
の
成
績
証
明
書
に
よ
っ
て
、
公
式
の
要
職
を
十
分
司
る
能
力
を
有
し
て
い
る
と
認

め
ら
れ
た
。

ま
ず
最
初
に
、
彼
は
、
自
分
の
こ
れ
ま
で
の
証
明
済
み
の
勤
勉
さ
に
よ
っ
て
報
酬
が
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
ヘ
ッ
セ
ン
・

ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
宮
廷
に
問
い
合
わ
せ
た
。
当
時
の
方
伯
ゲ
オ
ル
ク
二
世
（L

andgraf, G
eorge der zw

eite

）
は
、
彼
を
軍
務
で
使
お

う
と
し
、
彼
を
そ
れ
ゆ
え
、
近
衛
兵
隊
准
士
官
（F

ähnrich
）
に
任
命
し
た
。
し
か
し
、
先
に
言
及
し
た
将
軍
モ
ル
テ
ー
ン
は
、
方
伯
の

決
定
に
抵
抗
し
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
で
あ
れ
ば
他
の
宮
廷
や
官
職
を
も
っ
と
う
ま
く
司
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

と
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
は
一
六
四
六
年
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
宮
廷
を
去
り
、
エ
ア
フ
ル
ト
へ
赴
い
た
。
だ
が
こ
の
旅
行
中
、

彼
は
ゴ
ー
タ
に
再
び
紹
介
さ
れ
、
寛
大
に
も
数
年
前
、
コ
ー
ブ
ル
ク
で
の
教
育
に
配
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
た
エ
ル
ン
ス
ト
公
か
ら
、
愛
顧

を
受
け
な
が
ら
迎
え
ら
れ
た
。
当
該
君
主
は
、
自
分
が
若
き
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
対
し
て
、
大
き
な
仕
事
を
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
素
晴

ら
し
い
素
質
を
、
そ
し
て
敬
神
や
美
徳
を
愛
す
る
心
を
見
つ
け
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
公
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル

一
〇
二



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
二
七
）

フ
に
対
し
て
宮
廷
説
教
師
（H

ofprediger

）
ク
リ
ス
ト
フ
・
ブ
ロ
ン
コ
ア
ス
ト
（C

hristoph B
ronchorst

）
を
通
じ
て
、
君
侯
参
議
官

（F
ürstlicher R

ath

）
や
小
姓
（H

ofjunker

）
の
役
割
を
受
け
入
れ
る
つ
も
り
が
あ
る
か
ど
う
か
、
提
案
し
た
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
で
は
、
私

た
ち
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
偉
大
な
才
能
に
対
し
て
は
い
さ
さ
か
物
足
り
な
い
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
敬
虔
な
君
主
は
、
あ
る
部
分
で
は
、

ほ
ん
の
二
十
歳
に
達
し
た
ば
か
り
の
当
時
の
彼
の
年
齢
を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
あ
る
部
分
で
は
、
こ
う
し
た
地
位
に
就
く
場
合
、

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
あ
ら
ゆ
る
仕
事
か
ら
解
放
し
て
、
よ
り
重
要
な
職
務
へ
の
準
備
が
ま
す
ま
す
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
図
が
う
ま
く
い
け
ば
い
く
ほ
ど
、
彼
は
こ
の
賢
明
な
君
主
か
ら
愛
さ
れ
、
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ほ
と
ん
ど
得
る
こ
と
の
な
か
っ
た
幸
福
感
が
彼
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
上
、
君
侯
蔵
書
が
毎
日
、
彼
に
開
か
れ
て
い
た
。
彼
は
、
君

侯
の
最
重
要
な
参
議
官
の
も
と
へ
自
由
に
入
室
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
学
や
文
献
が
教
え
て
く
れ
な
い
も
の
を
彼
ら
と
の

交
わ
り
か
ら
修
得
し
て
い
っ
た
。
彼
の
特
別
な
特
権
に
は
、
彼
が
日
曜
日
に
エ
ル
ン
ス
ト
公
を
訪
ね
、
公
に
対
し
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

が
有
益
な
事
柄
を
講
義
し
、
説
明
し
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
自
分
の
考
え
を
披
露
し
、
時
に
は
、
宮
廷
法
、
国
家
法
の
重
要
な
諸
疑
問
に
答

え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
君
主
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
自
分
の
勉
強
が
で
き
る
よ
う
、
時
間
を
分
け
与
え
た
。

そ
う
し
た
指
導
の
結
果
、
彼
は
、
午
前
中
は
共
通
法
の
修
得
、
午
後
に
は
、
系
図
学
、
歴
史
学
、
地
理
学
、
神
学
、
哲
学
、
と
り
わ
け
数

学
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
大
部
分
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
言
語
の
知
識
は
、
彼
に
と
っ
て
有
益
で
あ
っ
た
。
そ

れ
ら
を
す
べ
て
、
英
語
の
み
を
除
い
て
彼
は
理
解
し
て
い
た
が
、
そ
の
漏
れ
を
彼
は
と
て
も
残
念
に
思
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
、
彼
は
、

広
範
で
、
お
よ
そ
貴
族
に
は
並
外
れ
た
学
識
を
獲
得
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
さ
き
ほ
ど
言
及
し
た
ゴ
ー
タ
の
宮
廷
説
教
師
ク
リ
ス
ト
フ
・

ブ
ロ
ン
コ
ア
ス
ト
と
の
親
密
な
交
際
を
通
じ
て
、
彼
自
身
の
告
白
に
従
え
ば
、
そ
れ
が
彼
の
重
要
職
務
の
迅
速
な
執
行
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
く
れ
た
と
い
う
形
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
敬
神
と
美
徳
と
が
強
固
な
も
の
に
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
彼
は
、

一
〇
三
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（
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そ
れ
が
廷
臣
に
要
求
さ
れ
る
よ
う
な
、
外
面
上
、
彼
の
肉
体
や
、
姿
勢
そ
し
て
運
動
を
快
適
に
し
て
く
れ
る
も
の
を
怠
る
こ
と
は
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
ゴ
ー
タ
宮
廷
を
訪
問
し
た
全
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
彼
が
こ
う
し
た
資
質
に
よ
り
、

エ
ル
ン
ス
ト
公
を
満
足
さ
せ
、
そ
れ
を
増
大
さ
せ
た
と
き
、
彼
は
、
一
六
四
八
年
、
数
多
く
の
侍
従
（C

am
m
erherr

）
の
中
に
迎
え
ら
れ

た
。
し
か
も
、
公
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
、
よ
り
重
要
な
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
、
ヴ
ェ
ス
ト

フ
ァ
ー
レ
ン
和
平
の
実
務
を
扱
う
た
め
に
、
こ
の
君
主
〔
エ
ル
ン
ス
ト
公
〕
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
外
国
宮
廷
や
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
将

軍
ヴ
ラ
ン
ゲ
ル
（W

rangel
）
へ
の
大
使
と
し
て
用
い
た
。
当
時
、
ヴ
ラ
ン
ゲ
ル
の
軍
は
伯
爵
領
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
に
い
た
。
オ
ル
ト
ル
ー

フ
市
に
害
を
加
え
な
い
よ
う
に
と
い
う
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
抗
議
に
よ
り
、
将
軍
は
移
動
し
て
い
っ
た
。
総
じ
て
彼
は
、
ま
わ
り
く
ど
い

支
離
滅
裂
な
文
書
か
ら
明
瞭
な
報
告
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
困
難
な
事
態
で
も
賢
明
で
、
目
的
達
成
に
役
立
つ
助
言
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

彼
の
名
前
と
功
績
は
、
外
国
に
お
い
て
も
、
一
六
五
〇
年
バ
イ
ロ
イ
ト
辺
境
伯
エ
ル
ト
マ
ン
・
ア
ウ
グ
ス
ト
（M

arggraf von 

B
ayreuth, E

rdm
ann A

ugust

）
か
ら
、
自
分
の
皇
太
子
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
エ
ル
ン
ス
ト
（C

hristian E
rnst

）
の
外
国
旅
行
へ
同
行
す
る

よ
う
所
望
さ
れ
る
ほ
ど
、
有
名
と
な
っ
て
い
た
。
だ
が
ゴ
ー
タ
公
エ
ル
ン
ス
ト
は
、
半
ば
彼
が
い
な
く
て
も
不
自
由
す
る
こ
と
は
な
く
、

半
ば
外
国
へ
の
旅
行
も
重
要
視
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
自
分
の
宮
廷
か
ら
去
ら
せ
は
し
な
か
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン

ド
ル
フ
は
、
こ
う
し
た
自
分
の
主
君
か
ら
の
拒
絶
を
悔
し
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
一
六
五
一
年
、
枢
密
参
議
官
コ
レ
ギ

ウ
ム
（G

eheim
derathscollegium

）
に
迎
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
が
、
偉
大
な
法
学
者
で
あ
っ
た
四
人
の
枢
密
参
議
官

に
よ
る
厳
し
い
試
験
を
受
け
て
、
彼
ら
全
員
か
ら
こ
の
昇
格
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
六
五
六
年
、

彼
は
公
の
領
地
を
一
人
で
監
督
す
る
こ
と
を
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
に
と
っ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
ど
れ
ほ
ど
素
晴
ら
し

一
〇
四



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
二
九
）

い
価
値
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
自
身
が
、『
君
主
国
』
の
中
で
認
識
力
の
検
証
を
ど
の
よ
う
に
し
て
行
っ
た
の
か
、

を
考
察
し
て
み
れ
ば
、
こ
の
役
目
に
ど
れ
ほ
ど
の
名
誉
が
あ
る
こ
と
な
の
か
、
た
や
す
く
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
言
及
し
た
勤
め
に
、

一
六
五
六
年
に
は
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
公
か
ら
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
対
し
て
依
頼
さ
れ
た
イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
（H

ofrichter zu 

Jena

）
の
役
職
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
を
彼
は
手
際
よ
く
、
誠
実
に
行
っ
た
。
そ
れ
は
、
公
文
書
館
の
文
書
に
よ
っ
て
現
在
で
も
立
証
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

そ
う
し
た
定
評
の
あ
る
誠
実
さ
で
、
彼
に
対
す
る
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
信
頼
は
増
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
六
六
三
年
ゴ
ー
タ
の

カ
ン
ツ
ラ
ー
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
博
士
（D

octor W
ilhelm

 S
chröter （

4
））

が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
君
侯
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

を
最
高
ラ
ン
デ
ス
コ
レ
ギ
ウ
ム
長
官
（D

irector seiner höchsten L
andescollegien

）
に
昇
格
さ
せ
た
。
彼
は
、
と
て
も
勤
勉
で
、
誠
実
で
、

〔
仕
事
に
〕
飽
き
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
ま
た
尊
敬
の
念
を
獲
得
し
て
い
き
、
彼
は
い
わ
ば
、
彼
の
年
代
〔
の
誰
〕
よ
り
も

勝
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
現
存
す
る
記
録
に
よ
っ
て
、
あ
ま
り
に
明
白
に
か
つ
本
当
に
、
あ
る
疑
問
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
可

能
性
が
大
き
く
示
さ
れ
て
い
る
。

ひ
と
は
お
そ
ら
く
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
の
か
不
思
議
が
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
〔
そ
の
疑
問
と
い
う
の
は
〕、
君
主

〔
エ
ル
ン
ス
ト
公
〕
に
妬
み
を
覚
え
さ
せ
る
ま
で
の
人
物
で
あ
っ
た
の
に
、
ま
た
彼
に
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
以
上
の
家
臣
を
望
む
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
〔
職
務
の
〕
免
除
を
申
請
し
て
認
め
て
も
ら
え
た
の
か
、
で
あ
る
。

だ
が
、
自
分
の
君
主
か
ら
の
愛
顧
を
失
っ
て
は
い
な
い
の
に
、
こ
の
免
除
を
申
請
す
る
に
は
、
十
分
で
特
別
な
原
因
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

主
た
る
原
因
の
一
つ
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
多
過
ぎ
る
ほ
ど
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、〔
誰
に
も
〕
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
忠
実
さ
を
備
え
て
い
た
彼
は
、
そ
れ
ら
を
あ
え
て
行
う
自
信
が
な
く
な
っ
た
。
な
か
ん
ず
く
、
彼
は
、
多
く
の
並
外
れ
た
仕
事
が
求
め

一
〇
五
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ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
エ
ル
ン
ス
ト
公
へ
の
勤
め
を
免
除
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、
三
人
の
高
貴
な
帝
国
君
侯
が
自
分
に
仕
え
る
よ
う
文

書
で
要
請
し
た
以
外
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
申
し
出
て
く
れ
た
こ
の
三
人
の
う
ち
、
彼
は
、
ザ
ク
セ
ン
・
ツ
ァ
イ
ツ

の
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
（H

erzog M
oritz von S

achsen-Z
eitz

）
か
ら
行
わ
れ
た
申
し
出
を
選
択
し
て
、
公
の
も
と
で
、
提
示
さ
れ
た
カ
ン
ツ

ラ
ー
（C

anzler
）
と
宗
務
庁
長
官
（C

onsistorialpräsident

）
の
地
位
に
就
い
た
。
そ
の
地
位
は
、
ヨ
ハ
ン
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
メ
ー
ネ

（Johann H
einrich M

eene

）
が
身
体
の
状
態
が
弱
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
辞
職
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
メ
ー
ネ
は
、
そ
の
後
す
ぐ
に
生
涯
を

閉
じ
て
い
た
。
仕
事
が
多
種
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
彼
が
ゴ
ー
タ
宮
廷
を
去
っ
た
理
由
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
の
地
で
の
仕
事
が
〔
以

前
の
量
〕
よ
り
少
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
の
偉
大
な
能
力
で
あ
れ
ば
す
べ
て
が
要
求
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
言
及
し
た
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
は
彼
の
勤
め
に
完
全
に
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
は
な
く
、
別
の
宮
廷
か
ら
、

こ
の
尊
敬
す
べ
き
人
物
に
勤
務
す
る
よ
う
要
請
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ヘ
ミ
ア
へ
の
旅
行
で
彼
は
、
君
主
ロ
プ
コ
ヴ
ィ
ッ
ツ

（L
obkow

itz

）
か
ら
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ト
（K

aiser L
eopold

）
に
紹
介
さ
れ
た
。
皇
帝
は
、
し
ば
ら
く
の
間
寛
大
に
も
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の

相
談
に
の
っ
て
く
れ
た
。
そ
の
際
、
彼
は
有
名
な
ラ
ン
ベ
キ
ウ
ス
（L

am
becius

）
と
も
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
彼
と
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は

そ
の
時
以
来
、
学
術
的
な
文
通
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
続
い
て
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
オ
ル
ク
二
世
（C

hurfürst von S
achsen, Johann G

eorge der zw
eite

）
が
、

一
六
六
九
年
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
自
分
の
枢
密
参
議
官
に
任
命
し
て
、
相
当
の
俸
給
を
定
め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、

イ
エ
ナ
宮
廷
裁
判
所
裁
判
官
の
職
を
辞
す
る
よ
う
説
得
さ
れ
た
。
何
度
も
言
及
し
た
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
エ
ル
ン
ス
ト
公
の
死
去
に

よ
っ
て
、
ゴ
ー
タ
の
宮
廷
と
は
す
べ
て
の
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
た
。
そ
の
後
継
者
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（F

riedrich

）
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル

フ
の
功
績
を
十
分
に
知
っ
て
い
た
。
そ
し
て
愛
顧
を
以
て
自
分
の
家
臣
と
し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
彼
の
領
邦
を
今
後
手
助
け
す
る
よ
う

一
〇
六



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
三
一
）

所
望
し
た
。〔
だ
が
〕
こ
の
時
期
、
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ン
ジ
ー
デ
ル
（von E
insiedel

）
が
没
し
た
の
で
、
彼
は
、
領
邦
長
官

（L
andschaftsdirector

）
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
す
べ
て
の
領
邦
等
族
か
ら
大
き
な
尊
敬
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
わ
ず
か
数
年
後
、

枢
密
参
議
官
そ
し
て
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
の
カ
ン
ツ
ラ
ー
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ト
ー
マ
ス
博
士
（D

octor Johann T
hom

as

）
が
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
空
位
と
な
っ
た
職
が
改
め
て
彼
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
領
邦
や
、
そ
し
て
そ
の
収
入

と
支
出
の
調
査
を
行
っ
た
の
で
、
全
力
を
挙
げ
て
こ
の
領
邦
の
最
善
に
関
心
を
払
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
書
を
書
き
上
げ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
彼
は
多
く
の
栄
誉
を
手
に
入
れ
た
。
そ
し
て
、
他
の
人
た
ち
に
は
多
く
の
光
明
を
与
え
、
そ
の
人
た
ち
に
は
他
領
邦

の
財
政
制
度
の
研
究
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
に
差
し
迫
る
年
齢
と
、
そ
し
て
多
く
の
ば
ら
ば
ら
状
態
〔
に
あ
る
仕
事
〕
か
ら
精

神
を
集
中
し
て
、
人
生
の
残
り
を
静
か
に
過
ご
し
た
い
と
い
う
決
意
と
に
よ
っ
て
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
で
の
仕
事
に
も
っ
と
せ
っ
せ
と
打

ち
込
む
た
め
に
、
ツ
ァ
イ
ツ
公
に
対
し
て
彼
へ
の
勤
め
を
免
除
し
て
も
ら
え
る
よ
う
彼
は
自
ら
動
い
た
。
だ
が
彼
は
こ
の
免
除
を
受
け
取

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
か
え
っ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
に
対
し
て
、
公
が
政
権
に
つ
い
て
い
る
限
り
仕
え
る
こ
と

を
約
束
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
仕
事
を
す
る
こ
と
で
公
に
改
め
て
報
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
言
及

し
て
き
た
モ
ー
リ
ッ
ツ
公
が
一
六
八
一
年
に
没
し
た
と
き
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
終
止
符
が
や
っ
て
来
た
と
考
え
た
。
そ
こ
で
彼
は

一
六
七
七
年
に
獲
得
し
て
い
た
、
ア
ル
テ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
離
れ
て
は
い
な
い
領
地
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
（M

euselw
itz

）
に
赴
い
た
。
モ

イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
そ
の
自
然
と
人
為
に
よ
っ
て
快
適
な
休
息
場
に
仕
上
げ
ら
れ
る
と
思
わ
れ
た
。
彼
は
同
所
に
存
在
す
る
美
し
い
城

館
を
建
設
し
て
、
彼
は
、
宮
殿
の
騒
音
か
ら
遠
ざ
か
り
、
宗
教
の
真
実
に
つ
い
て
の
考
察
と
、
身
に
迫
る
永
劫
と
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
れ

に
関
し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、『
ル
タ
ー
主
義
史
』
の
序
文
で
説
明
し
た
。
こ
の
地
で
彼
は
、
お
よ
そ
七
年
間
を
過
ご
し
、
す
べ
て
の

公
式
の
仕
事
か
ら
最
期
ま
で
自
由
で
あ
り
た
い
と
、
あ
る
種
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
そ
の
偉
大
な
性
質
、

一
〇
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
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二
〇
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年
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月
）

（
一
〇
三
二
）

誠
実
さ
、
知
性
、
経
験
の
ゆ
え
に
、
当
時
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
、
後
の
プ
ロ
イ
セ
ン
初
代
国
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（F

riederich

）

の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
国
王
は
、
新
し
い
重
要
な
職
を
彼
に
要
請
し
た
。
上
述
の
選
帝
侯
に
よ
っ
て
新
し
い
ハ
レ
大
学
が
創
設
さ
れ
、

こ
の
新
し
い
大
学
で
カ
ン
ツ
ラ
ー
と
い
う
要
職
に
就
い
て
く
れ
る
人
物
が
探
し
求
め
ら
れ
た
と
き
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
勝
る
有
能
で
ふ

さ
わ
し
い
者
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
一
六
九
二
年
、
こ
の
地
位
へ
の
招
聘
を
受
諾
し
、
快
適
な
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
を
後
に
し
た
。
そ
し
て
ハ
レ
へ
赴
い
た
。
彼
が
選
帝
侯
の
愛
顧
を
確
実
に
取
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
開
学
し
た
大
学
の
成

功
を
促
進
す
る
こ
と
に
全
力
で
尽
く
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
一
方
は
新
学
部
、
他
方
は
市
当
局
と
の
間
で
生
じ
た
大
き
な
意
見
の
相
違

に
よ
っ
て
大
変
な
障
害
が
現
れ
た
。
か
く
し
て
彼
は
こ
れ
を
調
停
す
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
た
。
選
帝
侯
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
提

案
を
受
け
、
特
別
の
委
員
会
に
そ
の
調
査
を
指
示
し
た
。
そ
の
長
に
選
帝
侯
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
自
ら
任
命
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ

は
、
今
後
、
危
険
な
こ
う
し
た
軋
轢
を
調
停
す
る
称
賛
す
べ
き
労
苦
に
身
を
さ
さ
げ
た
。
変
わ
る
こ
と
の
な
い
公
平
さ
を
、
彼
は
、
間

違
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
当
事
者
に
対
し
て
示
し
た
。
問
題
の
本
質
に
対
す
る
彼
の
洞
察
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
今
言
及
し
た
彼
の
公
平
さ

に
よ
っ
て
も
、
彼
は
大
き
な
信
頼
を
獲
得
し
た
。
彼
は
そ
の
争
い
を
終
わ
ら
せ
、
そ
の
調
停
に
よ
っ
て
彼
は
、
自
分
の
人
生
に
き
わ
め
て

強
烈
な
喜
び
が
呼
び
起
こ
さ
れ
て
い
っ
た
。
彼
に
よ
っ
て
、
独
特
の
和
解
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
和
解
は
、
そ
れ
が
選
帝
侯
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
後
、
ハ
レ
市
教
会
の
聖
職
者
た
ち
全
員
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
新
し
い
大
学
が
こ
の
優
秀
な
人
物
の
管
理
、
保
護
を
も
は
や

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
以
上
に
遺
憾
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
今
言
及
し
て
き
た
委
員
会
の
終
了
後
ほ
ど
な
く
、
彼
は

猛
烈
な
結
石
症
の
痛
み
に
襲
わ
れ
た
。
そ
れ
を
鎮
痛
さ
せ
る
た
め
に
き
わ
め
て
有
名
な
医
者
た
ち
が
な
る
ほ
ど
可
能
な
限
り
尽
力
し
た
の

だ
が
、
そ
の
痛
み
は
故
あ
っ
て
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
彼
は
、
自
分
の
生
涯
の
最
期
が
ほ
ど
近
い
に
他
な
ら
な
い
と
推
測
し

た
。
彼
は
、
そ
の
最
期
の
準
備
を
模
範
的
な
や
り
方
で
行
っ
て
、
そ
し
て
ま
さ
に
そ
の
日
に
、
す
な
わ
ち
一
六
九
二
年
十
二
月
十
八
日
に

一
〇
八



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
三
三
）

没
し
た
。
当
日
、
彼
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
協
定
が
公
開
で
読
み
上
げ
ら
れ
た
。
彼
の
亡
骸
は
、
な
る
ほ
ど
彼
の
所
領
モ
イ
ゼ
ル
ヴ
ィ
ッ

ツ
へ
運
ば
れ
た
。
だ
が
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
は
、
そ
の
固
有
の
功
績
と
特
性
の
故
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル

フ
に
対
す
る
追
悼
説
教
を
ハ
レ
で
行
う
よ
う
命
令
し
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
神
学
教
授
、
後
の
僧
院
長
ブ
ラ
イ
ト
ハ
ウ
プ
ト
（A

bt 

B
reithaupt

）
が
行
っ
た
。

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
生
涯
で
二
度
結
婚
し
た
。
最
初
は
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
・
ユ
リ
ア
ナ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ィ
パ
ッ
ハ
（E

lisabeth Juliana 

von V
ippach

）
嬢
と
結
婚
し
た
。
彼
女
は
、
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
古
い
貴
族
の
一
門
の
系
統
を
引
い
て
い
た
。
彼
女
と
は
二
人
の
娘
を
も

う
け
た
。
そ
し
て
そ
の
二
人
は
、
一
六
八
四
年
そ
の
死
去
に
よ
っ
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
か
ら
も
ぎ
と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
二
度
目
は
、
彼

は
ゾ
フ
ィ
ア
・
ズ
ザ
ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
エ
ン
デ
（S

ophia S
usanna von E

nde

）
嬢
と
結
婚
し
た
。
彼
女
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
一
人
の

息
子
を
一
六
九
〇
年
も
た
ら
し
た
。
だ
が
、
息
子
は
一
六
九
五
年
ま
た
し
て
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
。

有
名
な
ト
マ
ジ
ウ
ス
（T

hom
asius

）
は
、
こ
の
多
大
な
功
労
者
の
性
格
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
た
。
偉
大
な
る
神
が
君
侯
然
た
る
徳
で

飾
っ
た
貴
族
。
非
常
に
古
く
か
ら
の
、
そ
し
て
八
百
年
の
有
名
な
貴
族
の
一
門
の
誉
れ
。
不
実
な
き
賢
明
な
宮
廷
人
。
腹
立
た
し
さ
の
な

い
尊
敬
す
べ
き
翁
。
学
者
た
ち
の
強
大
な
後
援
者
、
同
時
に
学
者
た
ち
の
最
も
高
貴
な
指
導
者
。
愛
情
に
満
ち
た
夫
。
み
な
し
ご
の
父
親
。

困
窮
者
た
ち
の
庇
護
者
。
彼
の
使
用
人
や
臣
下
の
避
難
所
。
全
ラ
ン
ト
、
侯
国
、
選
帝
侯
国
の
熱
望
。
誠
実
な
る
人
物
。
利
己
的
な
吝
嗇

家
の
敵
。
思
い
上
が
っ
た
高
慢
の
鎮
圧
者
。
有
害
な
悦
楽
へ
の
戦
士
。
下
卑
た
お
世
辞
の
反
対
者
。
そ
し
て
、
呪
う
べ
き
無
神
論
の
、
嫌

わ
れ
し
不
倶
戴
天
の
追
跡
者
、
な
ど
な
ど
。

こ
の
有
名
な
人
物
の
著
述
は
今
で
も
挙
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
内
在
的
価
値
が
、
今
日
ま
で
学
界
に
お
い
て
尊
敬
の

念
を
起
こ
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
次
の
も
の
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
〇
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
三
四
）

1
．C

om
m

en
tariu

s h
istoricu

s et apologeticu
s d

e L
u

th
eran

ism
o ... F

rancofurti et L
ips. 1692.　

解
説
省
略

2
．T

eu
tsch

er F
ü

rsten
stat.

本
書
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
が
出
版
し
た
初
期
の
文
献
の
一
つ
で
、
し
か
も
非
凡
な
る
初
め
て
の
書
籍
で
あ
る
。
彼
は
、
本
書
に

お
い
て
ド
イ
ツ
領
域
の
状
態
を
研
究
し
、
国
家
叡
智
の
法
則
に
則
っ
て
そ
れ
ら
を
評
価
し
て
い
る
。
彼
は
、
統
治
者
と
臣
民
が
ど
の
よ

う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
両
者
は
ど
の
よ
う
な
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
、
臣
民
の
福
祉
は
、
君
主
の
特
権
と
共
に
ど
の
よ

う
に
存
在
す
る
の
か
、
を
提
示
し
て
い
る
。
本
書
は
、
宮
廷
や
大
学
で
大
き
な
功
労
を
立
て
た
人
た
ち
か
ら
の
称
賛
を
受
け
た
。
こ
う

し
て
ひ
と
は
、
本
書
を
、
そ
れ
を
用
い
て
人
々
を
教
育
す
る
た
め
の
教
科
書
と
し
た
。
彼
ら
は
、
偉
大
な
主
君
や
そ
の
領
邦
に
有
益
な

仕
事
を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
何
度
か
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
最
良
版
は
、
ビ
ー
ヒ
リ
ン
ク
（B

iechling

）

に
よ
っ
て
一
七
二
〇
年
に
手
配
さ
れ
、
様
々
な
、
莫
大
な
補
足
で
増
補
さ
れ
た
版
で
あ
る

（
5
）

。
そ
し
て
反
対
に
、
一
六
五
八
年
に
刊
行
さ

れ
た
版

（
6
）

は
、
最
も
悲
惨
な
版
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
に
と
っ
て
き
わ
め
て
ひ
ど
い
誤
植
の
故
に
、
ま
っ
た
く
耐
え
難
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
彼
は
、
一
六
六
四
年
に
、
補
遺
を
付
け
た
別
の
版
を
企
画
す
る
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る

（
7
）

。

3
．Ju

stitia protection
is ... 1663 in 4.

本
書
と
、
次
の
書
名
の
弁
明
書R

epetita et n
ecessaria d

efen
sio ... 1664.

と
は
連
結
し
て
い
る
。
ザ
ク
セ
ン
の
諸
公
、
テ
ュ
ー

リ
ン
ゲ
ン
方
伯
、
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
間
の
争
い
は
非
常
に
古
く
、
ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ
（L

udew
ig

）
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る

（G
erm

an
ia prin

cipe. L
.3. c.2

）。
だ
が
そ
れ
ら
の
争
い
が
、
一
六
六
三
年
に
再
燃
し
て
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
は
、
あ
る
面
で
は
こ

一
一
〇



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
三
五
）

の
争
い
の
調
査
に
関
わ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、
あ
る
面
で
は
〔
そ
の
解
決
を
〕
命
じ
ら
れ
た
。
そ
れ
で
も
彼
は
、
自
分
の
名
前
を
は
っ

き
り
挙
げ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
処
理
し
た
。
彼
の
非
難
は
、
徹
底
的
で
あ
っ
た
の
で
、
マ
イ
ン
ツ
宮
廷
は
困
惑
し
て
し
ま
い
、
ま
た
、

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
有
名
な
学
者
ベ
ー
ク
ラ
ー
が
、
相
談
に
の
り
、
そ
の
返
答
書
を
現
実
に
作
成
し
な
け
れ
ば
、
困
惑
し
続
け
た
で
あ

ろ
う
。
そ
の
返
答
書
は
、
根
拠
が
な
く
、
誹
謗
で
満
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ひ
と
は
そ
の
こ
と
に
ま
す
ま
す
び
っ
く
り
し
た
に
違

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
ベ
ー
ク
ラ
ー
は
常
に
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
の
友
人
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
欲
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ベ
ー
ク

ラ
ー
は
、
こ
の
文
書
に
恥
じ
入
っ
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
そ
の
著
者
で
あ
る
こ
と
を
世
間
か
ら
隠
そ
う
と
し
た
。
彼
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド

ル
フ
氏
が
、R

epetita et n
ecessaria d

efen
sio

を
出
版
し
た
の
で
、
静
か
に
沈
黙
を
守
っ
た
。

4
．D

efen
sio relation

is d
e A

n
ton

ia B
u

rign
on

ia, ... L
ips. 1686.

ア
ン
ト
ニ
ア
・
ブ
リ
ニ
ョ
ン
（A

ntonia B
urignon

）
は
、
女
性
狂
信
者
の
一
人
で
あ
る
。
フ
ォ
イ
ス
ト
キ
ン
ク
（F

eustking

）
は
、

自
分
のG

yn
aeceu

m
 F

an
aticoru

m
 

（sic （
8
））

に
大
量
の
狂
信
者
を
編
集
し
た
。
彼
女
は
、
様
々
な
言
語
で
本
を
書
い
た
。
そ
し
て
大

量
の
も
の
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ヴ
ェ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン
（W

etstein

）
が
一
六
八
六
年
、

十
九
部
か
ら
な
る
著
作
に
作
り
上
げ
た
。
し
か
も
、
こ
の
著
作
を
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
が
、
厳
し
い
検
閲
官
で
あ
れ
ば
、
全
ペ
ー
ジ
に

わ
た
っ
て
、
不
合
理
が
指
摘
で
き
た
で
あ
ろ
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
『
ア
ク
タ
・
エ
ル
デ
ィ
ト
ル
ム
』（A

cta 

eru
d

itoru
m

）
で
非
常
に
寛
大
に
論
評
し
た
。
だ
が
、
こ
の
寛
大
な
論
評
も
、
ブ
リ
ニ
ョ
ン
の
お
べ
っ
か
使
い
、
ポ
ア
レ
（P

oiret

）
に

は
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
ポ
ア
レ
は
、
こ
の
論
評
を
攻
撃
し
て
、
ま
さ
に
一
六
八
六
年
、
論
評
にM

on
itu

m
 n

ecessariu
m

で
対
抗

し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
誤
り
を
著
者
〔
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
〕
の
せ
い
に
し
て
い
る
が
、
一
つ
も
証
明
は
し
て

一
一
一



政
経
研
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第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
三
六
）

い
な
い
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
は
、
少
し
前
に
示
し
た
論
評
へ
の
弁
明
を
、
こ
れ
以
上
争
い
に
関
わ
り
あ
う
こ
と
な
く
、
作
成
し
た
。

そ
の
争
い
は
、
ブ
リ
ニ
ョ
ン
の
狂
信
の
故
に
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
少
し
前
に
示
し
た
フ
ョ
イ
ス
ト
キ
ン

ク
の
文
書
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
．D

issertatio h
istorica et apologetica pro d

octrin
a L

u
th

eri d
e m

issa, ed
ita a C

asp. S
agittario Jenae 1686.

こ
の
書
に
は
、
ル
タ
ー
に
関
す
る
失
礼
で
恥
知
ら
ず
な
中
傷
を
一
蹴
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
若
干
名
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
に

よ
っ
て
ね
つ
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
一
六
八
四
年
、
コ
ル
デ
モ
ア
（C

ordem
oi

）
の
著
作
、R

ecit d
e la con

feren
ce d

u
 D

iable 

avec L
u

th
er

に
よ
っ
て
蒸
し
返
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
雑
誌H

istoire d
e la repu

bliqu
e d

es lettres

の
著
者
が
こ
の
書
を
批
評

し
た
と
き
、
有
能
な
人
物
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
大
き
な
喝
采
を
得
て
い
た
本
書
を
、
健
全
で
純
粋
な
審
美
眼
が
つ
ね
に
フ
ラ
ン
ス
で
求
め

ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
確
実
な
証
拠
に
し
て
、
論
破
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
意

の
ま
ま
で
、
こ
れ
ま
で
存
在
し
え
た
者
以
上
に
ル
タ
ー
の
生
涯
の
歴
史
に
、
詳
し
か
っ
た
の
で
、
彼
は
、
本
書D

issertatio 

h
istorica et apologetica

を
著
し
た
。
だ
が
、
彼
が
そ
の
著
者
と
し
て
名
乗
り
出
な
か
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
彼

は
有
名
な
カ
ス
パ
ー
・
サ
ギ
タ
リ
ウ
ス
（C

aspar S
agittarius

）
に
、
こ
の
版
の
面
倒
を
見
る
よ
う
要
請
し
た
。
だ
が
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル

フ
は
、
そ
の
後
、
自
分
のH

istoria L
u

th
eran

ism
i

の
中
で
、
自
分
が
そ
の
著
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
有
能

な
人
物
に
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
嘘
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
失
敗
作
に
満
足
し
て
い
た
コ
ル
デ
モ
ア
だ

け
は
除
い
て
、
多
く
の
理
性
的
な
フ
ラ
ン
ス
人
は
次
の
こ
と
を
恥
じ
入
っ
た
。
彼
〔
コ
ル
デ
モ
ア
〕
が
そ
れ
を
多
く
の
文
書
集
に
収
録

し
た
こ
と
、
を
で
あ
る
。
そ
れ
を
彼
は
一
七
〇
一
年
、
次
の
表
題
で
出
版
さ
せ
た
。D

ivers traités d
e con

troverse d
ed

iés a 

一
一
二



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
三
七
）

M
ad

. M
ain

ten
on

 par M
r. l’A

bbé d
e C

ord
em

oi avec la refu
tation

 d
e la repon

se d
’u

n
 m

in
istre L

u
th

erien
 su

r la 

con
feren

ce d
e L

u
th

er avec le D
iable.

6
．B

erich
t u

n
d

 E
rin

n
eru

n
g au

ff ein
e n

eu
lich

 in
 D

ru
ck L

atein
isch

 u
n

d
 T

eu
tsch

 au
sgestreu

te S
ch

rift, im
 L

atein
 

Im
ago P

ietism
i, zu

 T
eu

tsch
 aber E

ben
bild

 d
er P

ietisterey, gen
an

n
t. A

bgefasset A
n

n
o 1692 M

on
at Jan

u
ario. 

S
am

bt ein
er V

orred
e D

. P
h

ilipp Jacob S
pen

ers. 1692 in 4.

本
書
は
、
一
六
八
九
年
以
降
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
い
わ
ゆ
る
敬
虔
主
義
の
た
め
に
生
じ
た
大
き
な
運
動
の
成
果
で
、
一
六
九
一
年
、

ド
レ
ス
デ
ン
領
邦
会
議
で
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
の
終
わ
り
に
、
匿
名
の
人
物
が
上
述
の
著
作
『
敬
虔
主
義
者
の
肖
像
』

E
ben

bild
 d

er P
ietisterey

を
執
筆
し
て
、
様
々
な
人
た
ち
、
と
り
わ
け
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
（S

pener

）
を
の
の
し
っ
て
い
た
。
こ
の
下

品
な
著
作
が
送
ら
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
は
、
同
著
に
対
抗
し
て
『
報
告
と
警
告
』B

erich
t u

n
d

 E
rin

n
eru

n
g

を
著
し
た
。
そ

し
て
自
分
の
名
前
が
印
刷
さ
れ
な
い
場
所
で
そ
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
理
性
的
で
中
立
的
な
人
た
ち
の
賛
同
が
得

ら
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
厳
密
性
と
抑
制
と
を
以
て
執
筆
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
が
本
書
を
賛
同
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
に
し
た
の
で
あ

る
。
本
書
は
、
そ
の
後
一
七
一
三
年
、
ハ
レ
で
彼
の
名
前
を
出
す
形
で
出
版
さ
れ
た
。

7
．S

ch
ola L

atin
itatis ... G

othae 1662 in 8.

こ
の
教
科
書
は
、
偉
大
な
特
性
を
持
っ
て
い
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
に
は
つ
り
合
い
が
悪
い
と
思
わ
れ
た
。
だ
が
、
そ
の
有
用
性
や
、

そ
の
執
筆
を
激
励
し
た
天
下
に
名
高
い
君
主
の
命
令
を
考
察
す
る
と
、
そ
れ
は
、
全
然
つ
ま
ら
な
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ

一
一
三
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巻
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四
号
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二
〇
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）

（
一
〇
三
八
）

う
。
敬
虔
な
エ
ル
ン
ス
ト
公
に
と
っ
て
は
、
学
校
の
、
特
に
ゴ
ー
タ
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
の
改
善
が
心
中
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
図
を
達
成

す
る
た
め
に
、
こ
の
本
が
執
筆
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ブ
ス
・
ル
ド
ル
フ
（Jobus L

udolf

）
が
本
書
を
著
し
た
と
い

う
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
こ
の
当
時
の
極
め
て
経
験
豊
か
な
学
校
教
師
を
そ
の
仕
事
に
利
用

し
た
こ
と
は
、
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。
本
書
の
意
図
は
、
学
校
に
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
〔
進
学
〕
へ
の
準
備
を
有
用
な
も
の
に

す
る
こ
と
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
。
後
の
ゴ
ー
タ
校
長
フ
ォ
ケ
ロ
ー
ト
（V

ockerodt

）
は
、
自
分
のC

on
su

ltation
es

の
中
で
、
本

書
の
価
値
と
利
用
法
を
あ
り
の
ま
ま
に
紹
介
し
た
。

8
．C

h
risten

stat ... L
eipzig 1685.　

解
説
省
略

9
．C

om
pen

d
iu

m
 h

istoriae ecclesiasticae ... L
ipsiae et G

othae 1666 [in] 8.

本
書
は
、
私
た
ち
の
博
学
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
由
来
す
る
の
み
な
ら
ず
、
私
た
ち
は
そ
の
際
、
何
人
か
の
他
の
学
者
た
ち
の
精
励
、

手
腕
に
多
く
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
旧
約
聖
書
の
歴
史
を
執
筆
し
た
。
だ
が
、
新
約
聖
書
の
歴
史
を
書

き
上
げ
る
に
は
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
仕
事
を
ア
ル
ト
ポ
エ
ウ
ス
（Jo. C

hrist. A
rtopoeus

）
に
依
頼
し
た
。
ア
ル
ト
ポ

エ
ウ
ス
は
、
ベ
ー
ク
ラ
ー
の
監
督
の
も
と
で
、
そ
れ
を
非
常
に
う
ま
く
行
い
、
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
平
和
条
約
の
時
代
ま
で
の
教
会

の
出
来
事
を
新
巻
に
継
承
し
た
。
本
書
全
体
用
に
、
ト
ラ
イ
バ
ー
（T

reiber

）
が
索
引
を
作
成
し
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
本
書
は
、

一
六
六
六
年
に
初
め
て
発
行
さ
れ
た
。
と
て
も
有
益
な
文
書
が
、
し
ば
し
ば
世
界
に
知
れ
渡
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
簡
単

に
推
測
で
き
た
。
そ
れ
故
ひ
と
は
、
一
六
九
五
年
に
第
二
版
、
一
七
〇
五
年
に
第
三
版
が
出
版
さ
れ
る
の
を
見
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、

一
一
四



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
三
九
）

後
者
は
、
前
者
よ
り
も
不
出
来
と
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
後
者
に
は
補
遺
が
添
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
著
者

が
非
常
に
党
派
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
た
の
で
、
誠
実
な
人
た
ち
に
賛
同
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
主
と
し
て
こ

こ
か
ら
、
有
名
な
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
（C

yprianus

）
に
期
待
す
る
。
彼
は
、
こ
の
補
遺
に
ほ
と
ん
ど
満
足
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
、

彼
自
身
、
新
し
い
版
を
考
え
た
。
そ
れ
は
、
新
約
聖
書
の
歴
史
を
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
平
和
条
約
か
ら
彼
の
時
代
ま
で
学
術
的
に
継

続
す
る
も
の
で
、
一
七
二
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
継
続
に
よ
っ
て
、
別
の
文
書
が
誘
発
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
、
一
七
二
五
年

（sic.

一
七
二
六
年
）
ハ
レ
で
次
の
表
題
で
出
版
さ
れ
た
。O

rd
in

is T
h

eologoru
m

 in
 acad

. R
eg. F

rid
erician

a epicrisis 

a
p

ologetica
 in

 p
a

rtem
 a

liqu
a

m
 h

istoria
e ecclesia

stica
e recen

tioris, in
 com

p
en

d
io G

oth
a

n
o, n

ovissim
e 

con
tin

u
atae.

本
書
で
は
、
キ
プ
リ
ア
ヌ
ス
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
た
敬
虔
主
義
の
争
い
が
、
弁
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

10
．Ju

s pu
blicu

m
 R

om
an

o-G
erm

an
icu

m
 ... F

ranckfurt und L
eipzig 1687 in 8.

本
書
の
著
者
〔
名
〕
は
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
当
初
は
、
ヘ
ー
ア
（G

eorg A
chatius H

eer 

﹇H
eher

﹈）
が
そ
の
著
者
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
今
や
、
そ
れ
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
本
書
を
、
エ
ル

ン
ス
ト
公
の
皇
子
た
ち
が
使
う
も
の
、
そ
し
て
も
っ
と
正
確
に
言
う
と
、
そ
れ
が
と
て
も
偉
大
な
博
識
を
備
え
、
中
立
の
も
の
と
な
る

よ
う
構
想
し
た
。
そ
れ
は
四
部
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
の
第
一
部
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
性
質
に
つ
い
て
、
第
二
部
は
高
貴
な
人
た

ち
に
つ
い
て
、
第
三
部
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
国
制
に
つ
い
て
、
そ
し
て
第
四
部
は
、
高
貴
な
人
た
ち
の
特
権
、
権
利
、
収
入
に
つ
い
て

扱
っ
て
い
る
。

一
一
五



政
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11
． C

apita doctrinae et praxis C
hristianae insignia ... a P

hilippo Jacobo S
penero, ... F

rancofurti ad M
oenum

 1689. [in] 8.
故
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
博
士
の
説
教
集
は
、
彼
が
執
筆
し
て
講
演
す
る
や
い
な
や
、
一
六
八
〇
年
に
ド
イ
ツ
語
で
出
版
さ
れ
、
そ
し
て
、

こ
の
有
名
な
神
学
者
の
比
較
的
大
き
な
本
書
に
次
の
も
の
が
編
入
さ
れ
た
。
そ
の
書
名
は
『
活
動
的
な
キ
リ
ス
ト
教
精
神
の
必
要
性
と

可
能
性
』（D

es th
ätigen

 C
h

risten
th

u
m

s N
oth

w
en

d
igkeit u

n
d

 M
öglich

keit

）
で
あ
る
。
そ
の
中
で
論
究
さ
れ
て
い
る
問
題
の
重
要

性
、
そ
し
て
そ
の
大
き
な
有
用
性
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
一
部
は
、
自
分
自
身
の
精
神
修
養
に
、
一
部
は
ド
イ
ツ

語
に
詳
し
く
な
い
、
そ
し
て
こ
の
比
較
的
重
要
な
著
作
を
所
有
し
て
い
な
い
人
た
ち
の
最
善
に
な
る
よ
う
、
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
し
た
。

本
書
は
、
著
者
と
し
て
も
翻
訳
者
と
し
て
も
偉
大
な
名
誉
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
偉
大
な
人
物

〔
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
〕
が
彼
〔
シ
ュ
ペ
ー
ナ
ー
〕
の
書
を
翻
訳
し
た
か
ら
で
あ
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
キ
リ

ス
ト
教
の
拡
大
に
尽
力
し
た
神
学
者
の
手
本
を
ま
ね
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

12
．T

eu
tsch

e R
ed

en ... L
eipzig 1686. [in] 8.

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
三
十
年
間
、
様
々
な
宮
廷
で
就
い
た
要
職
在
任
中
、
彼
は
、
高
貴
な
る
君
主
の
面
前
で
晴
れ
の
講
演
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
機
会
が
非
常
に
多
く
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
く
講
演
を
彼
は
、
講
演
を
す
る
前
に
そ
の
都
度
、
書
き
下

ろ
し
て
い
っ
た
。
彼
は
、
そ
れ
を
一
巻
に
集
め
て
、
友
人
の
願
い
に
基
づ
い
て
つ
い
に
そ
れ
を
出
版
し
た
。
講
演
が
高
貴
な
る
人
た
ち

の
面
前
で
行
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、〔
と
り
わ
け
〕
君
主
の
御
前
で
講
演
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
間
に
と
っ
て
、
有
益
な
多
く

の
事
柄
が
不
足
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
む
し
ろ
、
雄
弁
の
す
べ
て
の
愛
好
者
に
と
っ
て
役
立
つ
こ
と
が
で
き
る
手
本
と
な
る
。
彼

が
本
書
に
提
供
し
た
政
治
講
演
の
種
類
と
活
用
に
関
す
る
論
述
の
中
で
、
彼
は
こ
れ
に
必
要
と
さ
れ
る
特
性
を
徹
底
的
に
詳
述
し
て
い

一
一
六



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
四
一
）

る
。
さ
ら
に
彼
は
、
い
く
つ
か
の
補
足
も
追
加
し
た
。
補
足
の
中
に
は
、
一
部
は
、
い
く
つ
か
の
講
演
、
一
部
は
、
エ
ル
ン
ス
ト
公
の

命
令
で
書
か
れ
た
二
つ
の
論
文
で
あ
るD

e n
otitia ju

ris civilis et n
atu

ralis

、
一
部
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
大
舅
ヴ
ィ
パ
ッ
ハ

氏
の
い
く
つ
か
の
巧
み
な
講
演
、
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
省
略
。

13
．P

olitisch
e u

n
d

 m
oralisch

e D
iscu

rse ... L
eipzig 1695.

私
た
ち
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
重
要
な
職
に
あ
っ
て
、
ま
た
重
要
な
職
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

彼
は
、
同
時
に
有
益
で
喜
ば
し
い
こ
と
に
時
間
を
い
く
つ
か
割
い
た
。
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
、
ル
カ
ヌ
ス
（L

ucanus

）
の
詩
が
ふ
さ

わ
し
い
。
そ
れ
は
、
彼
の
友
人
の
一
人
が
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
フ
ラ
ン
ス
語
訳
を
持
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ゼ
ッ

ケ
ン
ド
ル
フ
は
、
そ
れ
を
、
気
持
ち
を
鼓
舞
す
る
た
め
に
旅
行
に
持
っ
て
い
く
の
が
常
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
そ
れ
ら
の
い
く
つ
か
を
韻

文
で
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
し
た
。
そ
し
て
と
り
わ
け
、
ル
カ
ヌ
ス
の
三
百
の
示
唆
に
富
む
格
言
を
選
別
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
、
政
治
的
、

そ
し
て
道
徳
的
考
察
を
行
っ
た
。
彼
の
存
命
中
は
、
本
書
を
印
刷
に
回
す
も
く
ろ
み
は
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
は
、
彼
の

最
後
の
業
績
と
し
て
、
没
後
、
出
版
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
、
本
書
を
誉
め
そ
や
す
た
め
、
多
く
の
学
者
た
ち
の
証
言
を
付
け
加
え
る
。

以
下
省
略
。

こ
れ
ら
は
、
極
め
て
立
派
な
文
書
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
存
命
中
の
名
声
が
偉
大
で
流
布
し
て
い
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
氏
の
不
変
の
記

念
物
は
、
彼
の
死
後
の
思
い
出
に
祝
福
を
与
え
、
貴
重
で
尊
敬
す
べ
き
も
の
に
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

一
一
七



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
四
二
）

訳
者
あ
と
が
き

一　

訳
者
は
こ
れ
ま
で
、
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
評
伝
に
つ
い
て
い
く
つ
か
紹
介
し
て
き
た
（
川
又
、

一
九
九
九
、
二
〇
一
二
、
二
〇
一
三
）。
ヨ
ハ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
・
ニ
ケ
ロ
ン
（Johan P

eter N
iceron. 1685-1738

）
著
、
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・

エ
バ
ー
ハ
ル
ト
・
ラ
ム
バ
ハ
（F

riedrich E
berhard R

am
bach. 1708-1775

）
編
『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』

に
収
め
ら
れ
た
本
稿
「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」
も
、
そ
れ
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、

N
iceron, Johan P

eter. “V
eit L

udw
ig von S

eckendorf. ” : N
ach

rich
ten

 von
 d

en
 B

egeben
h

eiten
 u

n
d

 S
ch

riften
 

berü
m

ter G
eleh

rten
 m

it ein
igen

 Z
u

sätzen herausgegeben von F
riedrich E

berhard R
am

bach. S
iebzehnter T

heil. 

H
alle. V

erlag und D
ruck C

hristoph P
eter F

ranckens, 1758. pp. 300-343.

を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
実
は
す
で
に
、
次
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
（
一
七
三
四
年
）
が
存
在
し
て
い
た

（
9
）

。

N
iceron, Jean P

ierre. “G
ui-L

ouis de S
eckendorf. ” : M

em
oires pou

r servir a l’h
istoire d

es h
om

m
es illu

stres 

d
an

s la repu
bliqu

e d
es lettres. A

vec u
n

 catalogu
e raison

n
é d

e leu
rs O

u
vrages. T

om
e X

X
IX

. A
 P

aris, C
hez 

B
riasson, L

ibraire, ruë S
. Jacques, à la S

cience. 1734. A
vec A

pprobation &
 P

rivilege du R
oy. pp. 48-58.

従
っ
て
、
本
稿
は
、
ニ
ケ
ロ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
（
一
七
三
四
年
）
か
ら
ド
イ
ツ
語
版
（
一
七
五
八
年
）
へ
改
編
さ
れ
た
も
の
を
翻
訳
し

た
こ
と
に
な
る
。
元
の
フ
ラ
ン
ス
語
表
記
に
従
う
の
で
あ
れ
ば
、
著
者
表
記
は
、
ジ
ャ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
・
ニ
セ
ロ
ン
（Jean P

ierre 

N
iceron

）
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ド
イ
ツ
語
表
記
を
採
用
し
て
い
る
。
ニ
ケ
ロ
ン
は
、
文
壇
に
お
け
る
著
名
人
の
功
績
を

簡
潔
な
形
で
フ
ラ
ン
ス
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
一
人
と
し
て
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
を
取
り
上
げ
た
。
し
か
し
な
が
ら
ラ

ム
バ
ハ
は
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
関
す
る
記
述
が
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
ペ
ー
ジ
数
か
ら
も
あ
ま
り
に
そ
の
内
容
が
簡
便
で
あ
っ
た
た
め
、

一
一
八



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
四
三
）

シ
ュ
レ
ー
バ
ー
（D

. G
. S

chreber. 1708-1777

）
の
著
作
『
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
と
功
績
』
を
参
照
・
抜
粋
し
つ
つ

（
10
）

、
よ
り
詳
細

な
記
述
を
追
加
す
る
形
で
ド
イ
ツ
語
版
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」
を
編
纂
し
た
。
本
稿
で
、
ド
イ
ツ
語
版
を
訳
出
し
た
の
も
そ
こ
に
理
由

が
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
語
版
は
、
本
文
（pp.48-51.

）
と
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
目
録
」（pp.51-58.

）
の
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の

目
録
で
は
、

1
．L

e C
h

ristian
ism

e ... 

（en A
llem

and

） L
ipsic 1685.

5
．E

tat d
es P

rin
ces d

’ A
llem

agn
e, avec d

es A
d

d
ition

s 

（en A
llem

and

） F
rancfort 1687.

と
い
う
彼
の
主
著
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
国
』
初
版
と
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
五
版
を
含
め
て
、
全
部
で
十
六
点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
11
）

。
ニ

ケ
ロ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
語
版
の
重
要
性
は
、
本
文
や
こ
の
目
録
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
生
涯
と
著
作
が
一
七
三
四

年
に
は
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
語
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
れ
は
、
そ
れ
だ
け
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
名
声

が
ド
イ
ツ
語
圏
の
み
な
ら
ず
、
他
言
語
圏
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
に
も
届
い
て
い
た
こ
と
の
証
左
に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
こ
で
の

著
作
解
説
文
は
、
ほ
ん
の
数
行
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

非
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
紹
介
に
関
し
て
は
、
ニ
ケ
ロ
ン
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
英
語
圏
の
も
の
と
し
て
は
、
次

の
『
新
・
総
合
伝
記
辞
典
』（
第
十
巻
、
一
七
六
二
年
）
が
あ
る

（
12
）

。

「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
ジ
・
ル
イ
・
ド
）
は
、
非
常
に
博
識
の
あ
る
ド
イ
ツ
人
で
、
非
常
に
古
く
高
貴
な
家
の
系
統
を
引
い
て
い
た
。

そ
し
て
一
六
二
六
年
フ
ラ
ン
ケ
ン
の
町
ア
ウ
ラ
ハ
で
誕
生
し
た
。
彼
は
、
教
養
教
育
を
大
い
に
活
か
し
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ

一
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
四
四
）

テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
そ
し
て
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
精
通
者
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
数
学
や
科
学
に
も
熟
達
し
て
い
た
。
彼
は
若

く
し
て
大
き
な
進
歩
を
と
げ
、
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
の
エ
ル
ネ
ス
ト
ゥ
ス
敬
虔
公
（E

rnestus the pious

）
の
耳
に
届
く
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
君
主
は
、
自
分
の
子
供
た
ち
と
一
緒
に
教
育
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
い
た
コ
ー
ブ
ル
ク
か
ら

彼
を
呼
び
寄
せ
た
。
彼
は
、
二
年
間
ゴ
ー
タ
に
滞
在
し
て
、
一
六
四
二
年
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
へ
去
っ
た
。
し
か
し
、
一
六
四
六
年

ゴ
ー
タ
に
戻
り
、
公
の
名
誉
図
書
館
員
（H

onorary librarian

）
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
の
後
一
六
五
一
年
、
彼
は
宮
廷
顧
問
官
、
教

会
顧
問
官
（A

ulic and ecclesiastical counsellor

）
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
六
六
三
年
国
家
顧
問
官
（C

ounsellor of state

）、

総
理
大
臣
（F

irst m
inister

）、
宗
務
庁
最
高
長
官
（S

overeign director of the consistory

）
に
任
命
さ
れ
た
。
翌
々
年
、
彼
は
、
国

家
顧
問
官
そ
し
て
カ
ン
ツ
ラ
ー
（C

hancellor

）
と
し
て
、
ザ
ク
セ
ン
・
ツ
ァ
イ
ツ
公
モ
ー
リ
ス
（M

aurice

）
に
雇
わ
れ
た
。
彼
は
、

ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
公
に
劣
ら
ず
、
こ
の
新
し
い
主
君
に
評
価
さ
れ
た
。
彼
は
公
が
亡
く
な
る
一
六
八
一
年
ま
で
彼
と
共
に
〔
仕
事

を
〕
し
続
け
た
。
そ
の
後
、
彼
は
す
べ
て
の
業
務
か
ら
引
退
し
て
静
養
と
静
謐
の
状
態
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
大
量
の
著
作
を
書

い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
六
九
一
年
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
挙
公
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
三
世
（F

rederic III

）
が
、
再
び
隠

遁
か
ら
引
き
戻
し
、
彼
を
国
家
顧
問
官
そ
し
て
ハ
レ
大
学
カ
ン
ツ
ラ
ー
（C

hancellor

）
に
任
命
し
た
。
彼
は
こ
れ
ら
要
職
の
受
諾
を

避
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ら
を
長
く
楽
し
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
彼
は
一
六
九
二
年
十
二
月
十
八
日
、
ハ
レ
で
没
し

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
六
六
歳
に
達
す
る
二
日
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
二
度
結
婚
し
て
い
る
が
、
息
子
は
一
人
だ
け
で

あ
っ
た
。
彼
〔
息
子
〕
は
父
の
死
後
も
生
き
続
け
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
外
国
語
が
よ
く
で
き
、
法
律
、
歴
史
、
神
学
を
学
ん
だ
。

そ
し
て
彼
は
、
ま
あ
ま
あ
の
画
家
・
彫
刻
師
だ
っ
た
と
も
言
わ
れ
る
。
彼
は
大
量
の
本
を
書
い
た
。
と
り
わ
け
、
す
ば
ら
し
く
利
用

さ
れ
た
も
の
の
一
つ
は
、
一
六
九
二
年
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
、
二
巻
本
、
二
つ
折
り
で
公
刊
さ
れ
た
。
だ
が
通
常
は
そ
れ
は
一
巻
本

一
二
〇



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
四
五
）

に
装
丁
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
題
は
、『
ル
タ
ー
主
義
の
歴
史
的
・
弁
明
的
注
解
』
で
あ
る
。
本
書
は
、
多
く
の
点
で
非
常
に
貴
重

で
あ
り
、
特
に
、
そ
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
す
ば
ら
し
い
記
事
、
引
用
で
好
奇
心
が
そ
そ
ら
れ
る
。
ル
タ
ー
を
意
味
す

る
〝
こ
の
偉
大
な
人
物
の
歴
史
に
完
全
に
熟
知
し
て
い
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
大
部
な
本
だ
け
は
読
む
必
要
が
あ

る
〞
と
ベ
イ
ル
（B

ayle

）
氏
は
話
し
て
い
る

（
13
）

。
そ
れ
は
、
そ
の
種
の
中
で
は
最
善
書
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
は
〝
長
期
に
わ
た
っ
て

出
版
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
〞。」

こ
の
項
目
も
、
記
述
は
簡
単
で
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
は
官
僚
と
し
て
、
そ
し
て
そ
れ
以
上
に
『
ル
タ
ー
主
義
の
歴
史
的
・
弁
明
的
注

解
』
の
著
者
で
あ
る
宗
教
学
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
で
あ
る
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
各
国
の
文
献
に
ど
の
よ
う
に
取

り
上
げ
ら
れ
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
か
、
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
官
房
学
の
伝
播
・
受
容
と
い
う
観
点
か
ら
も
と
て
も
興

味
の
あ
る
課
題
で
あ
る
。

二　

本
稿
ド
イ
ツ
語
版
は
、『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
の
版
や
刊
行
年
な
ど
の
表
記
に
混
乱
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
内
容
か
ら
二
つ
の
点
で
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
が
エ
ル
ン
ス
ト
公
宮
廷
で
の
勤
務
を
退
い
た
理
由
は
い
ま
だ
確
定
さ
れ
て
い
な

い
が
、
ド
イ
ツ
語
版
は
、
原
典
を
明
示
す
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
多
忙
な
職
務
と
そ
れ
ら
の
多
種
多
様
性
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い

る
。
第
二
に
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
直
接
の
死
因
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
彼
が
結
石
症
の
病
魔
に
侵
さ
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
へ
の
言
及
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
彼
の
末
期
に
関
す
る
新
た
な
有
用
情
報
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
も
や
は
り
、
本
文
（pp.300-313.

）
と
、
著
作
の
解
説
（pp.313-343.
）
と
い
う
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
同
様
に
、

焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
い
う
よ
り
も
、
宗
教
学
者
と
し
て
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル

一
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
四
六
）

フ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
1
．『
ル
タ
ー
主
義
の
歴
史
的
・
弁
明
的
注
解
』（pp.313-317.

）
や
8
．『
キ
リ
ス
ト
教
徒
国
』（pp.323-337

）

な
ど
の
解
説
に
割
か
れ
た
ペ
ー
ジ
数
の
多
さ
に
現
れ
て
い
る
。
だ
が
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
は
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
作
解
説
の
う

ち
、
1
．『
ル
タ
ー
主
義
の
歴
史
的
・
弁
明
的
注
解
』、
8
．『
キ
リ
ス
ト
教
徒
国
』、
12
．『
ド
イ
ツ
語
講
演
』、
13
．『
政
治
的
・
道
徳

的
論
集
』
の
解
説
文
の
す
べ
て
ま
た
は
一
部
を
省
略
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
な
お
、
書
名
や
刊
行
年
な
ど
の
表
記
は
、
原
典
に
合
わ

せ
て
変
更
し
た
個
所
が
あ
る
。

最
後
に
、
ド
イ
ツ
語
版
表
題
頁
の
前
に
置
か
れ
た
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
肖
像
画
（
口
絵
、
図
1
）
の
作
者
は
、
ハ
レ
の
グ
リ
ュ
ン
ト

ラ
ー
（G

ottfried A
ugust G

ründler. 1710-1775

）
で
あ
る
。
ま
た
訳
者
注
で
示
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
現
在
の
閲

覧
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
訳
文
中
〔　

〕
の
部
分
は
、
訳
者
が
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

訳
者
注

（
1
） 

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
父
に
関
し
て
は
次
の
も
の
を
参
照
せ
よ
。B

rode, R
einhold. “D

ie schw
edische A

rm
ee nach dem

 P
rager F

rieden 

und die E
nthauptung des O

bristen Joachim
 L

udw
ig von S

eckendorff.” : J
a

h
rb

ü
ch

er d
er K

ön
iglich

en
 A

k
a

d
em

ie 

gem
ein

n
ü

tziger W
issen

sch
aften

 zu
 E

rfu
rt. N

eue F
olge. H

eft 22. 1896. pp.113-153.

本
稿
は
、

http://zs.thulb.uni-jena.de/receive/jportal_jparticle_00289110

で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
2
） 

こ
こ
に
登
場
す
る
ヨ
ハ
ン
・
ク
ヴ
ィ
リ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
は
次
の
著
書
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
著
者
名
は
、
ヨ
ハ
ン
・
ク

ヴ
ィ
リ
ン
で
は
な
く
、
ハ
ン
ス
・
ク
ヴ
ィ
リ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

R
ed

e/
 W

elch
e in

 d
em

 h
oh

en
 S

aal/
 au

ff d
em

 F
ü

rstlich
en

 H
au

ß F
ried

en
stein

 ... G
eh

alten
 w

ord
en

/
 A

ls d
er F

ü
rstlich

e 

C
örp

er D
es w

eila
n

d
 ... J

oh
a

n
n

 E
rn

sten
 d

es J
ü

n
gern

/
 H

ertzogen
 zu

 S
a

ch
sen

/
 : C

h
ristm

ild
en

 A
n

d
en

cken
s/

 A
u

s 

一
二
二



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
四
七
）

obged
a

ch
tem

 S
a

a
l in

 d
ie F

ü
rstl. H

off-K
irch

e getra
gen

 w
erd

en
 solte. D

en
 11. Ia

n
u

a
rij 1658. V

on H
anß Q

uirin von 

S
eckendorff . G

otha G
edruckt durch Johann M

ichael S
challn.

（
3
） 
こ
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
三
兄
弟
の
構
成
は
、
図
2
の
よ
う
に
な
る
。

（
4
） 
こ
の
シ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
息
子
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
カ
メ
ラ
リ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
（W

ilhelm
 von S

chröder. 

1640-1688
）
で
あ
る
。

（
5
） 

ビ
ー
ヒ
リ
ン
ク
編
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
に
は
、
一
七
二
〇
年
、
一
七
三
七
年
、
一
七
五
四
年
の
各
版
が
あ
る
。

（
6
） 

『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
二
版
の
刊
行
年
は
、
一
六
六
〇
年
で
あ
る
。

（
7
） 

『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
の
『
補
遺
』
は
一
六
六
四
年
に
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
第
三
版
の
刊
行
年
は
一
六
六
五
年
で
あ
る
。
第
二
版
、
第

三
版
の
刊
行
に
つ
い
て
は
、
川
又
（
二
〇
一
六
）
を
参
照
せ
よ
。

（
8
） 

本
書
は
、G

yn
aeceu

m
 h

aeretico fan
aticu

m

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
9
） 

フ
ラ
ン
ス
語
版
と
ド
イ
ツ
語
版
は
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ェ
ブ
で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

http://babel.hathitrust.org/cgi/pt?id=pst.000057707921;view
=1up;seq=60

http://reader.digitale-sam
m
lungen.de/de/fs1/object/display/bsb10601746_00001.htm

l

（
10
） C

f., N
ach

rich
ten, V

orrede, S
ignature: B

1 verso, B
2 recto.

（
11
） 

し
か
し
な
が
ら
、
ド
イ
ツ
語
版
は
そ
れ
と
は
異
な
り
、
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
著
書
は
十
三
点
の
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
） 

原
文
は
、“G
ui-L

ouis de S
eckendorf.” A

 N
ew

 an
d

 G
en

eral B
iograph

ical D
iction

ary, con
tain

in
g A

n
 H

istorical an
d

 C
ritical 

A
ccou

n
t of th

e L
ives an

d
 W

ritin
gs of th

e M
ost E

m
in

en
t P

erson
s in

 E
very N

ation ... V
ol. 10. L

ondon. P
rinted for T

. O
sborne 

et alii. 1762. pp.309-310.

で
あ
る
。
本
書
は
、

https://books.google.co.jp/books?id=eacD
A
A
A
A
Y
A
A
J&

pg=P
A
309&

lpg=P
A
309&

dq=A
+new

+and+general+biographical+dictio

nary+gui+seckendorf&
source=bl&

ots=38W
S
nH

aU
kl&

sig=C
K
r073C

N
goC

K
uaD

C
H
v7an7t2A

L
U
&
hl=ja&

sa=X
&
ved=0ahU

K
E
w
jzz

46L
1_D

JA
hW

E
G
6Y

K
H
S
b_B

ysQ
6A

E
IID

A
B
#v=onepage&

q=A
%
20new

%
20and%

20general%
20biographical%

20dictionary%
20

一
二
三



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
四
八
）

gui%
20seckendorf&

f=false
　

で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

（
13
） 
ベ
イ
ル
へ
の
本
文
注
記
（p.310

）
と
し
て
、“B

ayle’s D
ict. L

U
T
H
E
R

”

と
あ
る
。C

f., B
ayle, pp.948-949. 

こ
の
ベ
イ
ル
の
原
典
は
、

http://books.googleusercontent.com
/books/content?req=A

K
W

5Q
aeca3dV

m
nlteX

G
ej4W

0ggkV
u8M

7R
qX

dhO
X
sIhpV

H
x_

A
P
F
A
M

un554rhg-m
A
3fxcW

gS
Z
iP

S
t3B

pS
2T

T
bq6vB

T
tyxA

vV
k6Ikttz1R

vY
Y
-O

tQ
T
U
P
N
D
11x3U

U
M

btqB
vogpyH

S
U
dY

V
lf66g

N
edF

w
T
U
ilL

6deM
kG

W
qS

itA
jgJ0O

h5G
oL

S
cdff uS

-yajl1w
IG

u68m
jO

d-R
B
pdxD

D
sqZ

nU
O
vaW

X
tG

bM
B
G
jR

X
gvt1960oG

i0thL
B
-

A
o-zE

gF
U
U
bitzA

H
_-E

D
U
4S

qR
-5L

fD
vF

Q
iQ

JE
n_nQ

O
tV

H
8C

L
X
6zd5eyf5N

Q
1eQ

H
75w

4X
cX

A
T
O
54_gF

-f-C
kheJspdecF

G

　

で
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。

文
献
一
覧

B
ayle, P

ierre. T
h

e D
iction

ary H
istorical an

d
 C

ritical of M
r P

eter B
ayle. T

he S
econd E

dition, ... R
evised, C

orrected, and 

E
nlarged, by M

r des M
aizeaux. V

ol. the T
hird F

 _ L
. L

ondon. P
rinted for J. J. and P

. K
napton et alii. 1734.

K
untke, B

runo. F
ried

rich
 H

ein
rich

 von
 S

ecken
d

orff (1673-1763). M
atthiesen V

erlag. H
usum

. 2007.

N
iceron, Jean P

ierre. “G
ui-L

ouis de S
eckendorf.” : M

em
oires pou

r servir a l’h
istoire d

es h
om

m
es illu

stres d
an

s la repu
bliqu

e d
es 

lettres. A
vec u

n
 catalogu

e raison
n

é d
e leu

rs O
u

vrages. T
om

e X
X
IX

. A
 P

aris, C
hez B

riasson, L
ibraire, ruë S

. Jacques, à la 

S
cience. 1734. A

vec A
pprobation &

 P
rivilege du R

oy. pp. 48-58.

N
iceron, Johan P

eter. “V
eit L

udw
ig von S

eckendorf.” : N
ach

rich
ten

 von
 d

en
 B

egeben
h

eiten
 u

n
d

 S
ch

riften
 berü

m
ter G

eleh
rten

 m
it 

ein
igen

 Z
u

sätzen herausgegeben von F
riedrich E

berhard R
am

bach. S
iebzehnter T

heil. H
alle. V

erlag und D
ruck C

hristoph 

P
eter F

ranckens, 1758. pp. 300-343.

S
chreber, D

aniel G
ottfried. H

istoria vitae ac m
eritoru

m
 perillu

stris qu
on

d
am

 D
om

in
i V

iti L
u

d
ovici A

 S
ecken

d
orff ... prostat 

L
ipsiae in offi  cina B

rauniana. [1733].

一
二
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「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
四
九
）

“G
ui-L

ouis de S
eckendorf.” A

 N
ew

 an
d

 G
en

eral B
iograph

ical D
iction

ary, con
tain

in
g A

n
 H

istorical an
d

 C
ritical A

ccou
n

t of th
e 

L
ives an

d
 W

ritin
gs of th

e M
ost E

m
in

en
t P

erson
s in

 E
very N

ation ... V
ol. 10. L

ondon. P
rinted for T

. O
sborne et alii. 1762. 

pp.309-310.

パ
ー
ナ
ー
著
、
川
又
祐
翻
訳
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
と
彼
の
教
育
・
教
授
思
想

│
十
七
世
紀
教
育
史
論

│
（
抄
訳
）」『
秋
田
論
叢
』
十
五
、一
九
九
九
年
。

ル
ー
ゲ
著
、
川
又
祐
翻
訳
「
図
書
館
員
か
ら
枢
密
参
議
官
へ

│
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
（
一
六
二
六
│
一
六
九
二
）

が
ザ
ク
セ
ン
・
ゴ
ー
タ
国
に
勤
務
し
た
時
代
（
一
六
四
六
│
一
六
六
四
）
に
お
け
る
経
歴
の
諸
相
」『
政
経
研
究
』
四
九
（
二
）、
二
〇
一
二
年
。

シ
ュ
レ
ッ
ク
著
、
川
又
祐
翻
訳
「
フ
ァ
イ
ト･

ル
ー
デ
ヴ
ィ
ヒ･

フ
ォ
ン･

ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ　

ザ
ク
セ
ン
選
帝
公
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
公
枢
密

参
議
官　

ハ
レ
大
学
初
代
カ
ン
ツ
ラ
ー　

一
六
九
二
年
没
」『
政
経
研
究
』
五
十
（
二
）、
二
〇
一
三
年
。

川
又
祐
「
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
に
よ
る
『
ド
イ
ツ
君
主
国
』
第
三
版
出
版
の
諸
相
」『
法
学
紀
要
』
五
七
、二
〇
一
六
年
。

一
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
五
〇
）

図 1　ゼッケンドルフの肖像画（口絵部分）

Gründler sc. Halae.

一
二
六



「
フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
」『
有
名
な
学
者
の
こ
ぼ
れ
話
と
著
書
に
関
す
る
情
報
』（
第
十
七
巻
、一
七
五
八
年
、ハ
レ
、出
版
、Ch
・P
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
）（
川
又
）

（
一
〇
五
一
）

図
2
　
ゼ
ッ
ケ
ン
ド
ル
フ
の
兄
弟
構
成

父
ヨ
ア
ヒ
ム
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

(1591-1642)

フ
ァ
イ
ト
・
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ

(1626-1692)

ヨ
ハ
ン
・
ク
ヴ
ィ
リ
ン

(1635- nach 1692)

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ゴ
ッ
ト
ロ
ー
プ

(1637-1675)

母
マ
リ
ア
・
ア
ン
ナ
・
シ
ェ
ル
ト
リ
ン
・
ブ
ル
テ
ン
バ
ハ

(1605-1650)

出
典

　
K
untke, A

nlage 1, p. 395.

一
二
七
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